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新
シ
リ
ー
ズ
『
草
間
台
地
の
魅
力
』

～
第

回
～

19
草
間
台
と
の
出
会
い

日
下
部
暖
（
九
州
大
学
探
検
部

）
OB

草
間
台
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
九
州
大
学
探
検

部

の
日
下
部
暖
（
く
さ
か
べ

ほ
の
か
）
で
す
。
私

OB
が
草
間
台
に
感
じ
る
魅
力
は
洞
窟
の
景
色
、
草
間

台
の
方
々
と
洞
窟
の
距
離
の
近
さ
で
す
。

草
間
台
の
洞
窟
で
冷
た
い
水
に
濡
れ
な
が
ら
探

検
し
た
先
に
広
が
る
、
砂
鉄
で
き
ら
め
く
床
や
壁

の
波
打
っ
た
模
様
を
見
た
時
の
、
寒
さ
も
吹
き
と

ぶ
ほ
ど
の
感
動
は
今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
草
間
台
の
石
灰
岩
は
わ
た
し
が
普
段
訪
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
よ
り
も
石
灰
岩
の
色
が
黒
く
、
力
強

い
水
の
模
様
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
見
慣

れ
な
い
景
色
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
ん
だ
と
と
て

も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
草
間
台
は
洞
窟

の
近
く
に
た
く
さ
ん
の
方
が
暮
ら
さ
れ
て
お
り
、

洞
窟
が
草
間
台
で
暮
ら
す
人
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
様
子
が
と
て
も
素
敵
で
す
。
洞
窟
の
景
色

だ
け
で
な
く
、
洞
窟
の
近
く
で
お
話
し
し
た
方
々

の
顔
や
声
が
思
い
浮
か
ぶ
草
間
台
で
の
活
動
は
わ

た
し
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

こ
れ
か
ら

も
草
間
台
の

魅
力
を
も
っ

と
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

川
柳

題
「
高
」「
味
」

高
原
の
空
気
の
匂
い
金
木
犀

天
高
し
猿
が
お
先
に
味
見
す
る

笹
田

彰

鍛
錬
を
積
ん
で
高
み
へ
自
己
ベ
ス
ト

あ
の
味
を
覚
え
て
る
か
な
遠
い
空

福
嶋
輝
代

年
老
い
て
つ
い
て
い
け
な
い
物
価
高

味
比
べ
ピ
オ
ー
ネ
つ
ま
む
間
食
に

小
川
久
子

銀
シ
ャ
リ
が
高
嶺
の
花
に
な
る
噂

ひ
と
り
居
の
一
人
の
味
よ
秋
深
む

田
井
芳
枝

お
手
上
げ
だ
何
処
ま
で
続
く
物
価
高

待
ち
き
れ
ず
こ
っ
そ
り
味
見
し
て
笑
顔

中
村
公
人

短
歌

リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
道
辺
の
富
有
柿

秋
深
ま
り
て
淡
く
色
づ
く

長
岡
愛
子

宇
山
洞
に
ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
と
や

い
し
ぶ
み
あ
は
れ
朝
の
日
さ
し
て

滑

都

研
究
者
ハ
ー
バ
ー
ド
大
よ
り
来
た
り

チ
ョ
ウ
ジ
ガ
マ
ズ
ミ
一
目
見
た
い
と

杉

秀
樹

俳
句

一
日
の
裏
庭
賑
は
う
秋
海
棠

長
田
保
子

雷
鳴
や
か
け
よ
る
小
犬
か
ば
ひ
た
り

橋
本
八
重
子
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月
５
日
（
土
）
、
午
前

時
か
ら
旧
草
間
中
学
校

10

10

体
育
館
に
お
い
て
、
草
間
カ
ル
ス
ト
里
山
の
会
（
堀

江
利
明
会
長
）
が
主
催
す
る
「
草
間
地
区
敬
老
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
９
月
開
催
を
、
今
年
は
初
め
て

月
10

に
遅
ら
せ
て
の
開
催
と
し
、

歳
以
上
の
対
象
者
約

75

２
１
０
人
の
う
ち

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
最
初
に

45

岩
山
神
社
の
渡
辺
正
守
宮
司
が
神
事
を
行
い
、
参
加

者
や
敬
老
者
の
健
康
と
長
寿
を
祈
願
し
て
開
会
し
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
堀
江
会
長
が
「
元
気
な
皆
さ
ん

が
草
間
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
。
」
と

あ
い
さ
つ
。
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
草
間
白
や
ま

ぶ
き
会
の
西
山
嘉
治
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
後
は
土
橋
駐
在
所
の
鳥
越
巡
査
部
長
に
よ
る

特
殊
詐
欺
防
止
の
講
話
に
続
き
、
森
光
榮
さ
ん
（
草

西
）
の
発
声
で
乾
杯
、
５
年
振
り
に
飲
食
を
楽
し
み

な
が
ら
、
「
神
代
神
楽
三

光
社
」
に
よ
る
神
楽
を

観
賞
し
ま
し
た
。
ま
た

参
加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ

ケ
で
賑
や
か
に
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
時
間
を

す
ご
し
ま
し
た
。

草

間

地

区

敬

老

会

乾杯発声の森光さん

参加者のみなさん

月
９
日
（
水
）
、
草
間
カ
ル
ス
ト
山
荘
グ
ラ
ウ
ン

10
ド
に
お
い
て
、
草
間
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

の

月
大
会
が
、
会
員

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

10

23

た
。成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

①
野
手
征
士

打

②
藤
原
健
雄

③
福
水

真

51

④
中
山
義
昭

⑤
太
田
稔
穂

【
女
子
の
部
】

①
藤
野
晴
美

打

②
藤
井
シ
ゲ
ノ

③
山
口
波
子

58

④
西
上
み
す
江

⑤
西
村
宮
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

・
山
口
波
子

・
野
手
征
士

・
笹
田

彰

・
長
田
桂
治

・
太
田
稔
穂

・
数
原
ユ
リ
子

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

㍍
】

15

・
福
水

真

・
横
田
秀
明

・
藤
原
健
雄

・
藤
野
晴
美

・
野
手
征
士

草

間

台

Ｇ
Ｇ
愛

好

会

月

大

会

１ ０

月

日
（
水
）
、
千
間
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

10

16

お
い
て
南
部
３
公
民
館
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が
り
、
草
間
・
井
倉

・
豊
永
の
各
公
民
館
か
ら

名
の
参
加
者
が
交
流
を

54

し
な
が
ら
８
ホ
ー
ル
２
ラ
ウ
ン
ド
で
競
技
し
ま
し
た
。

草
間
公
民
館
分
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】
中
山
義
昭

打
32

３
位

藤
野
晴
美

５
位

松
本
茂
憲

６
位

杉

基

位

宮
坂
要
治

10

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
（

ｍ
含
む
）
】

15

中
山
義
昭

２
本

藤
野
晴
美

松
本
茂
憲

２
本

杉

基

宮
坂
要
治

服
部

京

藤
波
英
子

笹
田

彰

南

部

３

公

民

館

交

流

Ｇ
Ｇ
大

会

選手宣誓の藤野進さん優勝された中山義昭さん

あいさつされる堀江会長

月
９
日
か
ら

日
ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
「
秋
季

11

15

全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
、
一
層
の
火
災
予
防

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
守
り
た
い
未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
」

～
秋
の
火
災
予
防
運
動
～


